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パンティストッキングのサイズとはき心地との関連

　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女子大家政　諸岡英雄

［目的］　近年の若い未婚女性の体形は、従来に比べ著しく異なっている場合が多くみら

れ、一部のパンティストッキングに体形と適合しないものがみられる。そこで若い未婚女

性に適するパンティストッキングの設計およびそのサイズ表示の改良に役立つ基礎資料を

提供するために、サポート性能の異なる２種のパンティストッキングのサイズとはき心地

との関連を検討した。

［方法］　パンティストッキングは、日本の○社製　ソフトサポートタイプ（2 0 d、Ｓ

ＣＹ）とハイサポートタイプ（４０ｄ、ＤＣＹ）のＳ・M （ヒップ8 0～9 3cm、身長

1 4 5～160cm）、M・L（ヒップ8 5 ~ 9 8 c m 、身長1 5 0 ~ 1 6 5 c m ）、Ｌ

･ L L （ヒップ9 0 ～1 0 3 c m、身長1 5 5～17 0cm）の３サイズを用いた。被験

者は種々な体形の女子大生2 3 名を用いた。体形別に、Ｓ・ＭとＭ・ＬまたはＭ・ＬとＬ

■ L Lを試着したときの、はき心地のs D 法IB査、人体各部位におけるパンティストッキ

ングの接触力や伸びを測定した。

［結果］　特にハイサポートタイプにおいて、サイズ・体形によっては以下の問題点のあ

ることが分かった。

　①ウエストがゆるい。

　②ヒップがゆるい。

　③股上が長い。

　④股下が短い。
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目的：　近年、肩パッド付きの洋服が流行し　外衣のみならず、中衣のブラウス・セ

ーターにも使用される場合が多くなっている。肩パッドの､研究については田部井の
構成学的な見地からの報告がみられるが、機構学を含めた全般的な研究は少ないよ
うに思われる。そこで、私達はまずはじめにアンケート調査を行い、肩パッド付き

の洋服についての意識と実態を検討した。
方法：　女子学生と母親　1035名を対象とし、1989年７月～10月に　集合並びに留置
法により調査を行った。主な調査項目は肩タイプの意識、肩パッドの取り外し・厚

さ調節の有無とその理由、着心地、取扱いなどである。
結果：　肩パッド付きの洋服について「シル･エットがきれい」など外観には好印象を
もっているが、「パッドが重なると邪魔」「取り外しがきかないものがあり不便」
と考えている人が約60％であった。一方、肩パッドを取りたいと思ったことのある

人は85％、実際に取ったことのある人は71％、厚さの調節をしたことがある人は32
％であった。その理由として　　「肩に合わない」「肩だけが目立つ」Γ肩パッドが

重なる」などが挙げられた。したがって　肩パッドが体型補正的な役割をはたして

いる反面、着用に支障となる場合も多いことが推察される。
　肩のタイプ別にみると　なで肩に比べいかり肩の人は　肩パッドを取りたいと思

ったことがある人が多かった。また、肩パッドを取ったり、厚さを調節したことが
ある人は　年代の高い人ほど多かった。肩パッドの流行については　年代の低い人

ほど　定着すると考えている人が多い傾向にあった。


